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表紙の写真
2月5日から8日まで、多賀

町中央公民館で、第2回多賀町

美術展覧会が開催されました。

写真は5日に行われた講評会。

講評は各部門ごとに審査員

が作品についてコメントした

り、アドバイスをしたりと、

参加者にとって、意義深い時

間となったようです。

表紙は写真部門審査員の寿

福滋先生による講評のようす。

さすがに参加者の表情も真剣

です。

（6～7ページに詳細を掲載）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■多賀の玄関口。

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

キ
ン
ガ
シ
ン
ネ
ン（
謹
賀
新
年
）

で
し
た
。

①
「
多
賀
町
○
○
○
○
○
○
○
」

②
○
○
の
斜
塔
。

③
○
○
○
○←

→

輸
入
。

④
生
ま
れ
る
こ
と
。

⑧
も
の
ご
と
の
よ
う
す
な
ど
を
は
っ

き
り
と
目
立
た
せ
る
こ
と
。

⑨
質
問
。

⑪
世
間
の
非
難
や
興
味
の
対
象
と
な

る
も
の
。

⑬
あ
ら
か
じ
め
見
て
お
く
こ
と
。

⑮
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
自
暴
自
棄

な
行
い
を
す
る
こ
と
。

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
3
月
10
日
で
す
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
の
方
に
粗
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表
は
景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

多賀町 ひとの動き （平成17年１月末 現在）

世　　帯　　数 2,614世帯（＋2）

人　口
8,451人
（－2人）

男　性 4,022人（＋2）

女　性 4,429人（－4）

編／集／後／記

今月号にも掲載していますが、

第2回多賀町美術展覧会が開催さ

れました。今回、私は運営委員

としてかかわりましたが、昨年

より大作も増え、レベルがあが

っているように感じました。多

賀町の芸術がますます発展して

いくような期待が持てるのでは

ないでしょうかs会期中、受付

をしているとき、書部門をご覧

になっておられる方が、「やはり、

手書きは趣があって良いもので

すね」と言っておられました。

私も同じ意見を前々から持って

いて、思わずその方と話し込ん

でしまいました。手書きの作品

からは、活字にはない温かさや

作者の感情が伝わってくるよう

に感じます。そんな作品をつく

っていきたいと思う、今日この

ごろですs次回も、すばらしい

展覧会になれば、と願っている

ひとりです毎回出展したいと考

えています。

kikaku@tagatown.jp （は）

①電子計算機。

⑤2人ですること。

⑥○○←→小。

⑦容姿の美しく気のやさしい女

性。

⑨特定の人のために新たに特定

の権利を設定する行政行為。

⑩女のきょうだい。

⑫ふせぎとめること。

⑭今年の○○は酉。

⑮「雨が降ろうが○○が降ろう

が…」

⑯山や岸などのけわしくそばだ

ったところ。

⑰笑うこと。

横のカギ

★多賀町ホームページでもご覧いただけます★

① ② ③ ④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ 

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 

⑭ ⑮ 

⑯ ⑰ 

http://www.tagatown.jp/
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多賀町次世代育成支援行動計画(案)
策定のお知らせ
第2回 多賀町美術展覧会
ご成人おめでとうございます
公共交通機関を利用しましょう！
交通災害共済に加入しましょう！
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基
本
目
標
と
基
本
施
策

地
域
の
絆
が
育
む
、
子
育
て
家
庭
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

基
本
施
策
1

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

②
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

③
児
童
の
健
全
育
成

④
子
ど
も
の
人
権
の
尊
重

基
本
施
策
2

要
保
護
児
童
等
へ
の
き
め
細
か
な
取
り
組
み
の

推
進①

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

②
母
子
家
庭
等
の
自
立
支
援
の
推
進

③
障
が
い
児
施
策
の
充
実

⑤
そ
の
他子

育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
し
、

安
心
し
て
働
け
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
施
策
3

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
援

①
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
多
様
な
働
き
方
の
実
現
と
男
性
の
子
育

て
参
加

③
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
支
援

基本

目標2

基本

目標1

多
賀
の
風
土
、
自
然
、
文
化
の
中
で
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り

基
本
施
策
4

母
性
と
乳
幼
児
等
の
健
康
の
確
保

①
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
の
確
保

②
食
育
の
推
進

③
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

④
小
児
医
療
の
充
実

基
本
施
策
5

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

教
育
環
境
の
整
備

①
次
代
の
親
の
育
成

②
子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
に
向
け
た

学
校
の
教
育
環
境
等
の
整
備

③
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

地
域
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
に
見
守
ら
れ
て
、

子
ど
も
が
安
全
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り

基
本
施
策
6

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備

①
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保

②
安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備

③
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
の
整
備

④
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等

基
本
施
策
7

子
ど
も
の
安
全
の
確
保

①
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
活
動
の
推
進

②
子
ど
も
を
犯
罪
等
の
被
害
か
ら
守
る
た

め
の
活
動
の
推
進

③
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
の
保
護
の
推
進

基本

目標4

基本

目標3

5
年
後
の
計
画
見
直
し
に

向
け
た
評
価
の
体
制

5
年
後
の
計
画
見
直
し
の
際
、
数
値
目
標

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
事
業
ば
か
り
で
は
な

い
た
め
評
価
が
難
し
く
、
計
画
の
修
正
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
協
議
会
を
評
価
の
た
め
の
組
織
と
し
て

維
持
し
ま
す
。
年
1
回
程
度
、
数
値
化
し
に

く
い
事
業
に
つ
い
て
の
成
果
と
課
題
を
明
確

に
し
、
よ
り
よ
い
行
動
計
画
の
見
直
し
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
内
容
、
施
策
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
概
要
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

各
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

計
画
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
先

多
賀
町
役
場
　
福
祉
保
健
課

㈲
　
2
‐
2
0
2
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
5

住
民
懇
話
会
委
員

宮
野
由
紀
絵
さ
ん

多
賀
町
で
も
、
今
、
少
子
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
で
き
、
8

年
前
か
ら
未
就
園
児
対
象
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

や
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。

就
学
児
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら
学
童
が
で
き
ま

し
た
が
、
対
象
が
3
年
ま
で
の
た
め
、
6
年
生
ま

で
を
対
象
と
し
て
学
童
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

親
の
方
も
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
の
支

援
も
サ
ー
ク
ル
の
支
援
と
と
も
に
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
の
子
ど
も
や
成
人
の
方
た
ち
が
、「
多
賀
町

に
残
っ
て
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と
思
え
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
が
、
次
世
代
育
成
や
少
子
化
対
策

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
計
画
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

住
民
懇
話
会
委
員

安
田
裕
美
子
さ
ん

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
室
や
活
動
な
ど
、

実
際
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
親
子
と
も
に

と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
動
計
画
案
に
も
、
子
育
て
世
代
の
親
子
の
情

報
交
換
や
交
流
活
動
の
支
援
な
ど
が
あ
り
、
計
画

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
実
現
さ
れ
、

安
心
し
て
子
育
て
し
て
い
け
る
多
賀
町
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
基
に
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
世
帯
・

世
代
の
親
子
が
幅
広
く
利
用
で
き
る
も
の
に
な

り
、
い
ず
れ
子
ど
も
が
「
多
賀
町
で
育
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
も
の
に
な
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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計
画
策
定
の
背
景
と
趣
旨

わ
が
国
に
お
け
る
少
子
化
の
流
れ
を
変
え

る
た
め
、
一
昨
年
に
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体

お
よ
び
企
業
が
集
中
的
・
計
画
的
な
取
り
組

み
を
促
進
す
る
「
行
動
計
画
」
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
ま
し
た
。

多
賀
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援

施
策
や
国
の
「
行
動
計
画
策
定
指
針
」
等
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
子
育
て
中
の
保
護
者

の
方
々
や
次
の
世
代
を
担
う
20
歳
代
の
方
々

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
「
地
域
協

議
会
」「
公
募
委
員
懇
話
会
」
に
お
け
る
検

討
、
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
、
こ
の
た
び

「
多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」（
案
）

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
計
画
期
間
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
平
成
21

年
度
（
5
年
間
）
ま
で
の
前
期
計
画
と
、
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
（
5
年
間
）
ま

で
の
後
期
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
当

計
画
は
、
そ
の
前
期
計
画
と
し
て
策
定
す
る

も
の
で
す
。

当
計
画
で
は
、
国
が
示
す
基
本
理
念
に

の
っ

　

と
り
、「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
」、

「
親
子
の
健
康
の
確
保
」、「
教
育
環
境
の
整

備
」、「
子
育
て
家
庭
に
適
し
た
居
住
環
境

の
確
保
」、「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
子
ど
も
と
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
に
関
連
す
る
総
合
的
な
取
り

組
み
を
推
進
す
る
施
策
や
事
業
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

基
本
視
点

子
ど
も
か
ら
の
視
点

す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
全
な
育
ち
を
支
援

す
る
基
盤
づ
く
り

保
護
者
か
ら
の
視
点

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
夢
あ
る
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

地
域
か
ら
の
視
点

心
を
通
わ
す
子
育
て
支
援
の
輪
が
広
が
る

ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念

子
ど
も
は
、
社
会
の
大
切
な
宝
で
あ
り
、

子
育
て
は
未
来
の
多
賀
を
支
え
る
人
材
を
育

て
る
重
要
な
営
み
で
す
。
親
た
ち
が
、
夢
を

抱
き
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
子
育
て
を

楽
し
み
、
子
ど
も
の
笑
顔
と
歓
声
が
こ
だ
ま

す
る
明
る
い
社
会
は
、
多
賀
町
の
す
べ
て
の

人
た
ち
の
共
通
の
願
い
で
す
。
本
計
画
に
お

い
て
は
、
多
賀
町
の
住
民
す
べ
て
が
子
育
て

を
温
か
く
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭

に
、
子
ど
も
の
未
来
を
み
つ
め
な
が
ら
、
子

ど
も
が
豊
か
な
人
間
と
し
て
育
つ
た
め
の
よ

り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
基
本
理

念
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
す
。

子
育
て
の
喜
び
や
夢
を
分
か
ち
あ
い
、

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
を
拓
く
ま
ち

づ
く
り

こ
の
計
画
に
期
待
す
る
こ
と

こ
の
計
画
に
つ
い
て
思
う
こ
と

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会

会
長
　
円
城
寺
　
守
さ
ん

4
つ
の
基
本
目
標
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

安
心
し
て
働
け
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
、

そ
し
て
子
ど
も
が
健
や
か
に
安
全
に
育
つ
ま
ち
づ

く
り
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
た
め

に
は
ま
ず
将
来
に
夢
の
持
て
る
結
婚
、
安
心
し
て

出
産
で
き
る
社
会
の
仕
組
み
、
そ
し
て
明
る
い
展

望
が
開
け
る
将
来
に
望
み
を
持
て
る
子
育
て
、
な

ど
が
実
現
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
計
画
が
計
画
倒
れ
に
終
わ
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
国
、
県
の
支
援
の
も
と
に
町
が
思

い
切
っ
た
施
策
を
と
り
、
具
体
的
な
方
策
を
考
え

実
行
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

多
賀
町
P
T
A
連
絡
協
議
会田

中
　
一
則
さ
ん

少
子
化
問
題
は
、
社
会
の
根
幹
に
か
か
わ
る
重

要
課
題
と
唱
え
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
解
決
に
は
な

か
な
か
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
産
む
・
産
ま

な
い
」
は
個
人
的
な
領
域
で
す
が
、「
将
来
が
不
安

で
産
み
た
く
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
社
会
が
抱
え
る
問
題
で
す
。
そ
の
問
題
が
、
こ

の
行
動
計
画
の
施
策
や
事
業
が
確
実
に
実
行
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
意
識
や
社
会
の
し

く
み
が
変
化
す
れ
ば
子
育
て
に
愛
や
生
き
が
い

を
感
じ
、
子
ど
も
も
心
豊
か
な
人
間
と
し
て
成
長

で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

な
ら
多
賀
」
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
を
合
い

言
葉
に
、
活
気
あ
る
多
賀
町
を
め
ざ
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
か
か
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（案）

策
定
の
お
知
ら
せ

地域協議会 

地域住民、学識
経験者の代表者 

子育てサークル
の代表者 

行政の担当者 
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平
成
16
年
11
月
か
ら
、
各
小
学
校
区
で
学

童
保
育
を
始
め
ま
し
た
！

「
学
童
保
育
」
と
は
？

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、
昼
間
や
下
校

後
に
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
（
小
学

校
1
年
〜
3
年
）
を
対
象
に
、
適
切
な
あ
そ

び
と
生
活
の
場
を
提
供
し
、
児
童
の
健
全
な

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

「
対
象
」
は
？

○
多
賀
・
大
滝
の
ど
ち
ら
か
の
小
学
校
区

に
在
学
す
る
小
学
1
年
か
ら
3
年
ま
で

の
児
童

○
昼
間
就
労
等
に
よ
り
保
護
者
ま
た
は
同

居
の
親
族
が
家
庭
に
い
な
い
児
童

○
町
長
が
児
童
の
健
全
育
成
上
、
特
に
必

要
と
認
め
た
者

「
ど
こ
」
に
あ
る
の
？

○
多
賀
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
多
賀
小
学

校
区
）
…
清
涼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
多
賀
町
敏
満
寺
）

○
大
滝
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
大
滝
小
学

校
区
）
…
大
滝
小
学
校
内

「
い
つ
」
や
っ
て
い
る
の
？

○
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
下
校
時
か

ら
18
時
ま
で

○
長
期
休
暇
（
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休

み
）
は
8
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

「
送
迎
」
は
？

○
多
賀
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
…
授
業
終
了

後
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
て
移
動
。
帰
り

は
、
児
童
の
安
全
の
た
め
保
護
者
に
よ

る
迎
え
と
し
ま
す
。

○
大
滝
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
…
帰
り
は
、

児
童
の
安
全
の
た
め
保
護
者
に
よ
る
迎

え
と
し
ま
す
。

「
料
金
」
は
？

○
児
童
1
人
に
つ
き
、
月
額
5，

0
0
0

円
で
す
。
た
だ
し
、
同
一
世
帯
か
ら
2

人
以
上
入
会
の
場
合
、
2
人
目
か
ら
は

半
額
と
し
ま
す
。

○
そ
の
ほ
か
、
お
や
つ
代
は
実
費
負
担

（
月
額
2，

0
0
0
円
程
度
）
を
い
た

だ
き
ま
す
。

○
長
期
休
暇
は
、
加
算
料
金
を
別
途
徴
収

し
ま
す
。

「
ど
ん
な
こ
と
」
を
す
る
の
？

放
課
後
、
家
庭
で
の
過
ご
し
方
と
同
じ
よ

う
に
、
指
導
員
と
宿
題
を
し
た
り
、
あ
そ
び
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
し
た
り
し
て
、
と
も
に
過

ご
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
や
高
齢
者
の

方
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
な
行
事
に
も
参
加
し

ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
？

役
場
福
祉
保
健
課
　
保
育
児
童
係

㈲
2
‐
2
0
2
1
（電）
4
8
‐
8
1
1
5

年　　　　間 春休みのみ

保育実施期間 4月1日～平成18年3月31日
3月25日（金）～4月7日（木）

平日　18:00まで、および長期休暇
※新１年生は4月1日から

平日　 8:30～18:00（10日間）
月額　5,000円 新1年生　　 2,500円

新2･3年生　 5,000円
保育料金他 長期休暇加算あり（日割り計算はしません。） （いずれも日割り計算はしません。）

おやつ代実費　1,000円程度
おやつ代実費　2,000円／月程度 弁当・水筒持参のこと

募 集 期 間 3月1日（火） ～　3月11日（金）
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『
学
童
保
育
』児
童
募
集
の
お
知
ら
せ

平成17年度 《学童保育》の児童を募集します！

10カ月のAちゃんが絵本を落とすことを楽し
んでいると、目の前に大好きないちごのページ
が開いて落ちました。「あー」と声をあげて知
らせるAちゃん。実物をイメージし、絵本の絵
に気がつく、これが絵本との出会いであり、こ
のような発見があるのが0歳児ですね。

児　童　館
㈲3－3962 （電）48－1800

開 館 日 火～日曜日（ただし、祝祭日休館）
開館時間 9：00～17：00
子育てサークル　パオパオの活動日
毎週木曜日 10：00～12：00
第2木曜日は　図書館でのお話会に参加
会　　　費 1人　1回　50円
2月24日（木） ひな人形づくり

保育園・幼稚園

★子育て講演会　10：00～11：45
2月23日（水） 多賀幼稚園において
『子ども時代をしていない子どもたち』
講師　大津市教育センター相談員　三原　透さん

★幼稚園サークル活動（大滝キッズ）
3月2日（水） 手話であそぼ
同7日（月） 英語であそぼ

★幼稚園サークル活動（ぶらんこ）
3月9日（水） 紙芝居
図書館や支援センターに活動の内容が書かれたポ
スターが張ってあるのでご覧ください。また、直
接各幼稚園にたずねてください。

★保育園地域活動
3月3日（木） ひな祭り会
時間は各保育園にお尋ねください。

☆多賀ささゆり保育園
3月7日（月） 交通安全教室

子育て支援センター
㈲2－1025 （電）48－1025

★にっこり広場
月曜日～金曜日　9：00～12：00
★園庭開放
火・金・土曜日　9：00～12：00
★ペンギン広場　（0、1歳児の親子）
3月　4日（金）10：30～11：30
★カンガルー広場　（2、3歳児の親子）
3月15日（火）10：30～11：30
★出前広場（敏満寺清涼ファミリー・ステーション）
3月22火（火）10：00～　リズムあそび
★子育て相談
子育てのことを中心に、いろんなこと一緒にお話して
みませんか。電話や面接・来館によりご相談ください。

★保育園情報♪
こんにちは富之尾保育園です。
つなげよう子どものための保護者と地域と

★保育園の『輪』
保護者の方々や地域のみなさまに支えていただき11
年が過ぎました。アットホームな雰囲気のなかで、
元気いっぱい過しています。

★異年齢交流　のびのびタイム
ふれあいあそびやリズムあそびを通して、からだや
こころをほぐし、ともだちとの交流を深めています。

★地域のお年寄りとのふれあい交流
5月のちまきつくりをはじめとして、地球にやさしく
クリーン作戦、七夕お楽しみ会等年間8回程度の交流
をさせていただいています。

★美しい自然に囲まれて
子どもの好奇心をかきたてる絶好の場所、『滝の宮遊
歩道』は四季を通して出かけます。五感を通して季
節の移り変わりを感じることができます。

★活発な保護者会活動
親子の絆・保護者・地域・園とのつながりをと、さ
まざまな活動を実施されています。

▲第2回ふれあいのつどいでの親子リズムのようす

▲多賀放課後児童クラブのようす
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2
月
5
日
か
ら
同
8
日
ま
で
、
多
賀
町
中

央
公
民
館
で
第
2
回
多
賀
町
美
術
展
覧
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絵
画
部
門
17
点
、
写
真
部
門
38
点
、
書
部

門
17
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
、
多
く
の
方
が
ご
覧
に
な
ら
れ
、
町

内
の
芸
術
文
化
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
審
査
員

【
絵
画
部
門
】
小
田
柿
　
寿
郎
先
生

【
写
真
部
門
】
寿
　
福
　
　
滋
先
生

【
書
部
門
】
小
　
林
　
　
巧
先
生

【
絵
画
部
門
入
選
者
】（
敬
称
略
）

【
大
賞
】
馬
場
　
和
子
　
「
枯
れ
た
花
と
人
形
」

【
特
選
】
本
池
　
圭
子
　
「
足
助
川
畔
の
家
」

三
和
真
知
子
　
「
穂
高
の
秋
」

【
佳
作
】
吉
岡
　
行
夫
　
「
田
園
」

筒
川
　
　
静
　
「
茅
葺
の
民
家
」

夏
原
　
　
栄
　
「
花
」

【
写
真
部
門
入
選
者
】（
敬
称
略
）

【
大
賞
】
野
M

明
夫
　
「
未
来
を
宿
す
」

【
特
選
】
平
木
　
和
男
　
「
自
然
の
造
型
」

神
田
　
裕
弘
　
「
チ
ョ
ト
失
礼
」

【
佳
作
】
宮
下
　
重
和
　
「
一
瞬
の
間
」

中
川
　
静
ゑ
　
「
に
ぎ
わ
い
」

北
川
　
由
三
　
「
兄
弟
」

大
清
水
三
千
子

「
写
真
中
川
原
八
景
」

神
田
　
裕
弘
　
「
梅
雨
の
頃
」

成
宮
　
文
子
　
「
ち
な
い
浜
に
て
」

【
書
部
門
入
選
者
】（
敬
称
略
）

【
大
賞
】
辰
巳
　
輝
子
　
「
小
菅
兔
峰
遺
稿
集
よ
り
」

【
特
選
】
北
川
　
由
三
　
「
金
剛
の
…
」

西
沢
　
エ
ミ
　
「
漢
詩
」

大
町
千
津
子
　
「
香
紙
切
」

【
佳
作
】
大
道
　
英
昭
　
「
無
題
」

土
田
　
正
雄
　
「
漢
詩
」

小
菅
　
茂
一
　
「
漢
詩
」

【
絵
画
部
門
総
評：

小
田
柿
　
寿
郎
先
生
】

今
回
は
、
出
品
点
数
も
増
え
、
作
品
レ
ベ

ル
も
一
段
と
上
が
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
随

分
と
充
実
し
た
展
覧
会
と
な
り
嬉う

れ

し

く
思
い
ま
す
。

作
品
か
ら
は
、
初
級
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

の
方
ま
で
か
な

り
レ
ベ
ル
格
差
が

見
ら
れ
ま
す
が
、

選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
作
家
の
気
持

ち
が
良
く
感
じ

ら
れ
る
作
品
を

選
び
ま
し
た
。

水
墨
作
品
に

つ
い
て
は
、
作
家

独
自
の
モ
チ
ー

フ
の
作
品
を
今

後
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

沢た
く

山さ
ん

の
方
が
参

加
さ
れ
、
さ
ら

に
元
気
な
展
覧

会
に
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

【
写
真
部
門
総
評：

寿
福
　
滋
先
生
】

全
体
的
な
印
象
は
、
写
真
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
、
そ
の
時
の

苦
労
話
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品
が
多
く
楽
し

く
拝
見
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
時
の
緊
張
感
や
発
見
し
た
何
か
を
伝

え
た
い
、
と
言
う
作
者
の
熱
い
思
い
が
、
作
品
の
表
現
力
を
高
め
、
よ

り
力
の
あ
る
写
真
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

意
外
と

身
近
な
所
に

美
し
い
も
の
や
、
驚
き
の
場
面
は
隠
れ
て

い
る
も
の
で
、
そ
れ
を
見
つ
け
た
時
、
写
す
者
、
そ
の
写
真
を
見
る
者
、

共
に
う
れ
し
い
感
動
を
覚
え
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
　
自
由
で
楽
し
く
色
々
な
大
発
見
を
写
真
で
表
現

し
紹
介
し
て
下
さ
い
。

【
書
部
門
総
評：

小
林
　
巧
先
生
】

今
年
は
作
品
の
大
型
化
が
会
場
を
圧
し
た
。
こ
れ
は
場
（
会
場
）

と
の
関
係
で
よ
い
傾
向
の
一
つ
で
あ
る
。

軸
装
の
作
品
は
、
日
本
建
築
と
の
調
和
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
洋
風
の
壁
面
に
、
新
し
い
感
覚
を
呼
ん
で
い

る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

作
品
は
構
成
と
線
の
二
つ
に
尽
き
る
。「
構
成
」
は
視
覚
的
に
具

体
的
で
あ
る
。「
線
」
は
練
度
と
人
生
が
見
え
て
く
る
。
後
者
は
ジ

ッ
ク
リ
鑑
賞
し
な
い
と
見
え
て
こ
な
い
。

レ
ッ
ス
ン
の
段
階
で
は
、
技
術
を
練
っ
た
も
の
が
い
い
。
し
か

し
、
書
は
年
齢
で
書
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
の

あ
た
り
が
難
し
い
。

具
体
的
に
云い

う
と
「
渋
さ
」
の
世
界
を
出
せ
る
と

い
い
。
例
え
ば
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
濃
い
墨
で
は
な
く

チ
ョ
ッ
ト
淡
墨
で
、
か
な
用
の
紙
に
書
い
て
み
る

の
も
一
方
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
法
」
を
超
え
た

世
界
が
見
え
て
く
る
。
楽
し
い
世
界
で
す
。「
書
」

に
楽
趣
が
出
て
く
る
と
た
の
し
い
も
の
で
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

ど
の
世
界
で
も
　
今
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
も
例
外
で
は
な
い
様
で
あ
る
。

「
書
道
」
で
は
、
高
齢
化
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
は

な
い
。
人
生
が
作
品
を
つ
く
る
か
ら
で
あ
る
。

今
年
は
第
2
回
展
、
こ
れ
か
ら
多
賀
町
の
文
化

を
開
拓
し
て
い
く
こ
と
を
思
う
と
、
今
回
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
る
も
の
が
あ
る
。

制
作
意
欲
は
年
齢
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
人
生
経
験
の
豊
か
さ
が
作
品
を
味
わ
い
深
く
す

る
も
の
で
す
。
意
欲
は
気
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。

体
力
と
は
、
チ
ョ
ッ
ト
違
う
と
こ
ろ
で
勝
負
す

る
も
の
で
す
。

作
品
の
新
し
い
古
い
は
時
間
で
決
め
る
も
の
で

は
な
い
。
昔
の
も
の
で
も
新
し
い
も
の
が
沢た

く

山さ
ん

あ

る
。
そ
う
な
ん
で
す
。
あ
な
た
の
人
生
で
よ
り
良

い
多
賀
の
文
化
を
深
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
総
評
は
、
原
文
の
ま
ま
を
掲
載
し
ま
し
た
。

写真部門 大賞 「未来を宿す」野P 明夫さん

「
小
菅
兔
峰
遺
稿
集
よ
り
」
辰
巳
　
輝
子
さ
ん

「
枯
れ
た
花
と
人
形
」
馬
場
　
和
子
さ
ん

書
部
門

大
賞

絵
画
部
門

大
賞

▲会場のようす

▲表彰式のようす
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多賀の自然と文化の館 

情報BOX博物館
 

博物館
 

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077 ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

図書館 
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

3月 

日 月 火 水 木 金 土 

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

1 2 3 4 5

4月 

日 月 火 水 木 金 土 

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

1 2

…休館日 

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
26
日
（土）

15
時
〜

場
所

2
階
　
大
会
議
室

内
容
『
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル
』

（
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
5
日
（土）
、同
12
日
（土）
、同
19
日
（土）

15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

お
も
ち
ゃ
あ
そ
び
の
広
場

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
も
ち
ゃ
を
広
げ
て
思
う

存
分
楽
し
み
ま
す
。

日
時

3
月
20
日
（日）

10
時
〜
15
時

場
所

2
階
　
大
会
議
室

■
第
一
部
（
10
時
30
分
〜
12
時
）

子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら
、

遊
び
の
ポ
イ
ン
ト
と
子
育
て
の
お
話

講
師

岩
城
　
敏
之
さ
ん

対
象

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
30
組

申
し
込
み
2
月
26
日
（土）
10
時
か
ら
先
着
順

（
電
話
申
し
込
み
可
）

■
第
二
部
（
13
時
〜
15
時
）

親
子
で
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
！

対
象

子
ど
も
〜
大
人

申
し
込
み

不
要
（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

折
り
紙
教
室

日
時

3
月
12
日
（土）
14
時
〜

場
所

2
階
　
大
会
議
室

対
象

一
般
成
人
　
20
人

持
ち
物

ハ
サ
ミ

講
師

大
菅
恵
子
さ
ん

申
し
込
み

2
月
20
日
（日）

10
時
〜

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

子
ど
も
陶
芸
教
室
展

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
陶
芸
教
室

の
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

会
期

2
月
23
日
（水）
〜
3
月
20
日
（日）

場
所

対
面
朗
読
室

■ 広報 2005年2月号9

博
物
館
の
常
設
展
示
室（
歴
史
コ
ー
ナ
ー
）

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
新
た
な
展
示

内
容
は
、
多
賀
町
内
の
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た

貴
重
な
出
土
遺
物
が
中
心
で
す
。

ま
ず
、
目
玉
と
な
る
の
が
土
田
に
あ
る
土

田
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
大
量
の
土
器
棺
で

す
。
土
田
遺
跡
か
ら
は
縄
文
時
代
晩
期
の
お

墓
跡
が
た
く
さ
ん
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
埋

葬
に
使
っ
た
土
器
棺
（
棺
お
け
）
が
と
て
も

良
い
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。
土
器
棺
の
中

か
ら
は
、
火
葬
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
成
人
男

性
の
歯
や
一
緒
に
埋
め
ら
れ
た
石
器
（
矢
じ

り
や
石
斧
、
石
剣
）、
土
偶
、
魚
の
骨
な
ど

も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
当
時
の
葬
送
儀
礼
を

考
え
る
上
で
と
て
も
興
味
深
い
資
料
と
い
え

ま
す
。
土
器
の
す
ば
ら
し
い
造
形
を
ご
覧
い

た
だ
き
な
が
ら
、
私
た
ち
の
遠
い
祖
先
の
精

神
世
界
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
は
、
楢

崎
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
数
々
の
副
葬
品

で
す
。

楢
崎
古
墳
群
は
古
墳
時
代
後
期
の
群
集
墳

で
、
1
号
墳
は
公
園
と
し
て
保
存
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
円
墳
が
付

近
一
帯
に
い
く
つ
も
造
築
さ
れ
て
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
61
基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
副
葬
品
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
石
室

ご
と
に
出
土
す
る
物
が
違
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
葬
ら
れ
た
人
の
地
位
や
仕
事
と
の
関
連

性
を
連
想
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
高

度
な
技
術
を
要
す
る
と
い
わ
れ
る

象ぞ
う

嵌が
ん

を
ほ
ど
こ
し
た
製
品
も
出
土

し
て
い
て
、
朝
廷
と
の
結
び
つ
き

が
か
な
り
強
い
人
物
も
葬
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
須
恵
器
や
耳
環
に

加
え
て
さ
ら
に
多
数
の
須
恵
器
や

ガ
ラ
ス
玉
、
工
具
や
馬
具
・
武
器

の
鉄
製
品
も
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た

だ
き
当
時
の
豪
族
た
ち
の
い
で
た

ち
に
思
い
を
馳は

せ
て
み
る
の
も
面

白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
博
物
館

常
設
展
示
室
（
歴
史
コ
ー
ナ
ー
）

へ
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。
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多賀町の 

文化財 
センター通信 

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
有線●2-0348　電話●48-0348 

E-mail bunkazai@tagatown.jp

多賀町の 

文化財 

文
化
財
講
座
の
お
知
ら
せ

『
考
古
学
か
ら
み
た
邪
馬
台
国
と
狗
奴
国
』

『
中
世
墓
地
と
し
て
の
敏
満
寺
遺
跡
石
仏
谷

中
世
墓
地
』

講
師

白
石
太
一
郎
　
先
生
（
奈
良
大
学
教

授
・
大
阪
府
近
つ
飛
鳥
博
物
館
館
長
）

日
時

3
月
21
日（
祝
日
）14
時
〜
15
時
30
分

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
大
会
議
室

定
員

90
人
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

受
講
料

無
料

対
象

中
学
生
〜
一
般

申
し
込
み

3
月
2
日
（水）
9
時
か
ら
、
は
が

き
、
F
A
X
で
名
前
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

多
賀
町
立
文
化
財
セ
ン
タ

ー
〒
5
2
2
‐
0
3
1
4
多
賀
町
四
手
9

7
6
‐
2
㈲
2
‐
0
3
4
8
（電）
4
8
‐
0

3
4
8
（Ｆ）
4
8
‐
8
0
5
5

古
墳
研
究
の
第
一
線
に
お
ら
れ
る
白
石
先

生
の
最
新
の
成
果
か
ら
み
た
邪
馬
台
国
の
お

話
で
す
。
ま
た
、
先
生
は
敏
満
寺
遺
跡
石
仏

谷
調
査
委
員
で
も
あ
り
、
石
仏
谷
中
世
墓
地

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
の
お
話
も
あ
り
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

常
設
展
示
室
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
!!

▲土器棺（土田遺跡出土） ▲楢崎三3墳石室



を
摂
取
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
朝
食

前
に
走
る
な
ら
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
カ
ス
テ
ラ
、

ジ
ュ
ー
ス
等
を
補
給
し
て
お
く
と
良
い
で
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
適
量
で
な
け
れ
ば
逆
効
果

で
す
。
甘
い
も
の
は
摂
り
す
ぎ
る
と
脂
肪
燃

焼
を
妨
げ
、
逆
に
身
体
に
貯
え
て
し
ま
う
働

き
を
し
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
血
糖
値
を
も
不
安
定
に

し
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン

皆
さ
ま
、
大
変
お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
！

改
修
工
事
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
い
よ
い
よ
3

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
全
3

面
の
う
ち
、
2
面
は
フ
ッ
ト
サ
ル
も
で
き
る
多

目
的
コ
ー
ト
で
す
。
素
材
は
本
格
的
な
人
工

芝
で
す
の
で
、
プ
ロ
に
な
っ
た
気
分
で
プ
レ
ー

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

時
間
等
詳
細
に
つ
い
て
は
海
洋
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

屋
内
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

参
加
者
募
集
！

皆
さ
ん
！
　
お
待
ち
か
ね
の
屋
内
エ
ン
ジ

ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
チ
ー
ム

ご
と
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
対
戦
す
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
や
お
友
達
と
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

＊
4
人
〜
6
人
の
チ
ー
ム
を
組
み
ま
す
。

＊
種
目
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
・
ペ
タ
ビ
ン
ゴ
・
ス

マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
日
　
時
　
3
月
6
日
（日）

9
時
〜
受
付

・
場
　
所
　
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

・
締
　
切
　
定
員
に
な
り
次
第

1
月
10
日
、「
多
賀
町
新
成
人
の
つ
ど
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
1
1
4
人
の

新
成
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
降
雪

に
足
元
が
心
配
で
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
周
り
の
雪
の
白
さ
に
新
成
人
の
皆

さ
ん
の
衣
装
の
華
や
か
さ
が
よ
り
鮮
や
か
に

映
え
る
1
日
で
し
た
。

式
典
に
続
い
て
記
念
撮
影
、
新
成
人
と
町

参
加
者
と
の
「
出
会
い
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

多
賀
町
に
関
す
る
簡
単
な
ク
イ
ズ
を
し
た
後
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
「
今
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
・
将
来
の
夢
」
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
生
の
方
、
す
で
に
就
職
し
て
い

る
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
現
在
の
思
い

を
一
人
ず
つ
述
べ
、
そ
の
後
来
賓
や
主
催
者

の
先
輩
方
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
新
成
人
の
代
表
か
ら
町
参
加
者
に

対
し
、
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
方
々
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

敏
満
寺
地
先
自
動
販
売
機
施
設
撤
去
運
動
に
つ
い
て

「
全
面
撤
去
」
で
解
決
！土

田
　
雅
孝

平
素
は
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
に
対
し

ま
し
て
皆
さ
ま
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
に

て
格
別
な
る
ご
理
解
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
標
題
の
件
の
経
過
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
平
成
12
年
5
月
25
日
敏
満
寺
地
先
に

自
動
販
売
機
（
有
害
）
が
4
台
設
置
さ
れ
て
以

来
、
平
成
15
年
2
月
10
日
、
弁
護
士
に
訴
訟

手
続
き
に
つ
い
て
依
頼
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
15
年
11
月
10
日
に
大
津
地
方
裁

判
所
彦
根
支
部
に
「
訴
状
」
を
提
出
し
、
法

廷
の
場
に
持
ち
込
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
16
年
5
月
31
日
の
第
1
回

弁
論
準
備
手
続
調
書
（
和
解
）の
和
解
条
項
の

な
か
で
平
成
4
年
1
月
10
日
付
賃
貸
借
契
約

を
当
日
合
意
解
除
し
、
土
地
の
明
渡
し
を
平
成

16
年
12
月
31
日
ま
で
猶
予
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
和
解
し
て
全
面
撤
去
に
よ
り
元
通
り
の

土
地
に
戻
る
こ
と
が
で
き
解
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
自
動
販
売
機
（
有
害
）
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
何
ら
か
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
図
れ
る

よ
う
に
と
平
成
13
年
3
月
に
多
賀
町
生
活
安

全
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
第
3
条

の
（2）
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
有
害
環
境
の
浄
化
と
あ
り
、

今
後
の
自
動
販
売
機
（
有
害
）
の
設
置
に
つ
い

て
の
規
制
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
生
活
安
全
確
保
の
た
め
の
多

賀
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
規
則
も
あ
り
、

こ
の
協
議
会
は
委
員
20
人
以
内
で
組
織
す
る

と
あ
り
ま
す
。
昨
今
子
ど
も
が
い
ろ
い
ろ
な
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
ひ
と
つ
し
か
な
い
命
が
失

わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
環

境
浄
化
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
こ
の
協
議
会

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
生
か
せ
る
シ
ス
テ
ム

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
17
年
1
月
29
日
に
中
央
公
民
館
で

「
子
ど
も
を
守

る
環
境
づ
く
り

の
研
修
会
」
が

行
な
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
関
係

者
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
今
後

も
多
賀
町
の
子

ど
も
を
地
域
の

み
ん
な
で
守
っ

て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
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冬
の
こ
の
寒
い
時
期
は
、
ど
う
し
て
も

運
動
量
や
発
汗
の
量
も
少
な
い
た
め
夏
場

よ
り
も
体
重
が
増
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

体
重
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
体
脂
肪
を
燃

焼
さ
せ
よ
う
と
が
ん
ば
る
わ
け
で
す
が
、

急
激
に
、
し
か
も
短
時
間
で
強
度
な
運
動

を
行
っ
て
し
ま
う
と
体
脂
肪
が
燃
え
な
い

だ
け
で
な
く
、
筋
肉
な
ど
を
痛
め
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
体
脂
肪
を
燃
焼

さ
せ
る
に
は
、
長
時
間
か
け
て
ゆ
っ
た
り

と
歩
い
た
り
走
っ
た
り
、
そ
し
て
泳
げ
る

方
は
長
い
距
離
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
泳
ぐ

の
が
一
番
効
果
的
で
し
ょ
う
。

運
動
時
の
注
意
点
と
し
て
、
血
液
の
濃
度

を
保
つ
た
め
に
水
分
を
こ
ま
め
に
摂
る
よ
う

に
し
、
ま
た
、
ま
っ
た
く
の
空
腹
状
態
で
の

運
動
は
心
臓
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
不
整
脈
を

招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
脂
肪
に
代
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
糖
質
（
炭
水
化
物
）

団　　　名 対　　　象 練習日・時間 場　　　所 会　　費 指導者代表

4月～11月
藤内　敏伸

大 滝 柔 道
小学1～6年生 火19:00～20:00･土18:00～19:30

大 滝 武 道 館 月/1,500円 5-1946
中学1～3年生 12月～3月

47-1946
火19:00～20:00･土17:30～19:00

藤内　真仁
大 滝 ミ ニ 町内小学

毎週水曜日　18:30～20:30 滝 の 宮 体 育 館 前期/5,000円
5-5596/49-0026

バスケットボール 1～6年生
毎週金曜日　18:30～20:30 海洋センター体育館 他 後期/5,000円

藤内　　浩

5-5629/47-1317（昼）
毎週水･金曜日 19:00～20:00

海 洋 セ ン タ ー 音田　直記
多 賀 剣 道 部 小学生以上 毎週水曜日　18:00～19:00

トレーニングルーム
月/1,000円

090-9094-5564
（防具なし）

日 本 空 手 道 町内小学生 毎週月曜日　19：00～20：30
大 滝 武 道 館 大矢　好夫

正剛館湖東多賀 以上 毎週木曜日　19：00～20：30
海 洋 セ ン タ ー 月/1,500円 2-1002

トレーニングルーム 48-1002

辻　　正人
（教　室）町内 火･木の教室日の中で 滝 の 宮 体 育 館

月/ 500円 2-0125/48-0125

多 賀 少 年 野 球
小学1～3年 都合の良い5回を選んで参加 多 目 的 運 動 広 場 他 辻　　慶一

（クラブ）町内 土･日･祝日（4年生まで半日） 多 目 的 運 動 広 場 他 5-5761/47-1308

小学1～6年 （実践が中心で試合や紅白戦）
滝 の 宮 グ ラ ウ ン ド 月/1,500円 藤谷　　忍
町 民 グ ラ ウ ン ド 他 5-1270/47-1270

毎週水･木曜日　18:00～20:00
月/1,500円 大久保喜久夫

多 賀 k i d s
小学1～6年

毎週土曜日　9:00～12:00
勤労者体育センター 他 （保険代 5-5880

バ レ ー ボ ー ル （練習試合に変更される場合有り）
1,000円別） 49-0408

練習試合･･･月2，3回
T A G A ミ ニ 町内小学 毎週火･木曜日　18:15～20:15

海洋センター体育館 他 月/1,000円
西崎　美樹

バスケットボール 1～6年生女子 （試合前は土･日の練習もあり） 090-5240-7675
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お問い合わせ先
B&G多賀海洋センター

有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884
E-mail bg@tagatown.jp

公民館だより 有線　3-3962・3-3740
電話　48-1800 E-mail s-ed@tagatown.jp

い
く
せ
い
★

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

★平成17年度　多賀町スポーツ少年団　団員募集★

ご
成
人お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ー
多
賀
町
の
未
来
を
託
し
て
ー

s
新
成
人
に
送
ら
れ
た
松
宮
教
育
長
の
書

▲夢を語った「出会いのワークショップ」
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多
賀
幼
稚
園
、
大
滝
幼
稚
園
の

園
歌
・
園
旗
デ
ザ
イ
ン
の
募
集

幼
稚
園
と
し
て
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め

に
、
園
旗
・
園
歌
を
つ
く
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
幼
稚
園
と
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め

て
、
募
集
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
園
歌
に
つ
き
ま
し
て
、
歌
詞
を
2

番
ま
で
と
し
、
作
曲
も
お
願
い
し
ま
す
。
お

一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
応
募
を
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

締
め
切
り
■
4
月
28
日
（木）

幼
稚
園
の
紹
介

﹇
多
賀
幼
稚
園
﹈

所
在
地
は
、
久
徳
で
す
。
山
・
川
・
田
園

に
囲
ま
れ
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
子
ど
も
は
、
明
る
く
、
の
び
の
び

と
遊
ん
で
い
ま
す
。
近
く
に
は
美
し
い
小

鳥
の
さ
え
ず
り
が
響
く
野
鳥
の
森
が
あ

り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
宝
庫
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、

心
躍
ら
せ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

﹇
大
滝
幼
稚
園
﹈

所
在
地
は
、
川
相
で
す
。
園
庭
に
は
、
実

の
な
る
木
が
多
く
、
周
囲
を
山
々
に
囲
ま

れ
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
の
び
の
び
と
遊
ぶ
子
ど
も
の
歓
声

が
山
々
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

夏
は
犬
上
川
で
の
川
遊
び
も
大
き
な
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

㈲
2
‐
3
7
4
1

（電）
4
8
‐
8
1
2
3

多
賀
幼
稚
園

㈲
3
‐
3
5
1
3

（電）
4
8
‐
0
2
7
4

大
滝
幼
稚
園

㈲
5
‐
5
6
1
6

（電）
4
9
‐
0
0
1
4

平
成
17
年
度
就
学
援
助
制
度

多
賀
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

就
学
に
必
要
な
経
費
の
負
担
に
お
困
り
の

保
護
者
の
方
に
対
し
、
お
子
さ
ん
が
安
心

し
て
就
学
で
き
る
よ
う
、
学
用
品
費
・
新

入
学
学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
等
に
つ
い

て
、
そ
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
ま
た
は
各
学
校
ま
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
、
援
助
の
対
象
と
な
る
保
護
者

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
ま
た

は
廃
止
さ
れ
た
方

②
地
方
税
法
第
2
9
5
条
第
1
項
に
基
づ
く

市
町
村
民
税
の
非
課
税
の
方

③
地
方
税
法
第
3
2
3
条
に
基
づ
く
市
町
村

民
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④
地
方
税
法
第
72
条
の
62
に
基
づ
く
個
人
の

事
業
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

⑤
国
民
年
金
法
第
89
条
お
よ
び
第
90
条
に
基

づ
く
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方

⑥
国
民
健
康
保
険
法
第
77
条
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
て

い
る
方

⑦
児
童
扶
養
手
当
法
第
4
条
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方

⑧
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
有
す
る
日

雇
労
働
者
ま
た
は
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
登
録
日
雇
労
働
者
の
方

⑨
生
活
保
護
法
第
6
条
第
2
項
に
規
定
す
る

要
保
護
者
の
方

⑩
生
活
状
況
が
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
方

2
、
援
助
を
受
け
る
手
続
き

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
（
教

育
委
員
会
も
し
く
は
学
校
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
各
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
が
他
市

町
村
の
場
合
は
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類

（
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
市
町
村
が
発
行

し
た
所
得
証
明
書
等
）の
添
付
が
必
要
で
す
。

提
出
期
限：

3
月
15
日
（火）

※
昨
年
度
、
認
定
さ
れ
て
い
た
方
も
、
援

助
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
審
査
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
申

請
さ
れ
て
も
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

★
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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教育委員会学校教育課
（有）2-3741 （電）48-8123
E-mail g-ed@tagatown.jp

シ
ア
ワ
セ

坂
田
　
お
さ
む

シ
ア
ワ
セ
っ
て
ど
ん
な
だ
ろ
う

シ
ア
ワ
セ
っ
て
ど
こ
に
あ
る

き
っ
と
み
つ
か
る
シ
ア
ワ
セ
は

き
み
の
ま
わ
り
の
シ
ア
ワ
セ

「
朝
が
来
た
」
シ
ア
ワ
セ

「
ケ
ン
カ
し
て
仲
直
り
し
た
」
シ
ア
ワ
セ

「
友
達
で
き
た
」
シ
ア
ワ
セ

「
空
が
は
れ
た
」
シ
ア
ワ
セ

「
お
べ
ん
と
う
」
シ
ア
ワ
セ

「
お
と
も
だ
ち
」
シ
ア
ワ
セ

「
お
か
あ
さ
ん
」
シ
ア
ワ
セ

「
お
と
う
さ
ん
」
シ
ア
ワ
セ

シ
ア
ワ
セ
っ
て
い
っ
て
る
と

ほ
ん
と
に
シ
ア
ワ
セ
に
な
る
ん
だ
ね

す
て
き
な
こ
と
ば
お
ぼ
え
た
よ

そ
れ
は
ね
シ
ア
ワ
セ

そ
れ
は
ね
シ
ア
ワ
セ

そ
れ
は
ね
シ
ア
ワ
セ

こ
う
し
て
み
る
と
私
た
ち
の
身
近
に
は
、「
幸
せ
」
と
感
じ
ら
れ
る
場
面
が
意
外
に
た
く

さ
ん
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
だ
れ
か
の
ほ
ん
ち
ょ
っ
と
の
や
さ
し
い
言
葉
で
勇
気

づ
け
ら
れ
た
り
、
だ
れ
か
の
存
在
が
大
き
な
力
に
変
わ
っ
た
り
…
。
幸
せ
と
は
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
あ
る
も
の
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
の
形
、
感
じ
方
や
と
ら
え
方
は
違
っ
て
も
、
そ
れ
を
理
解
し
、
守
り

守
ら
れ
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
、
人
権
尊
重
の
第
一
歩
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

明
日
に
か
け
る
詩
　
　
発
行
　
岡
山
市
人
権
推
進
室
　
か
ら

消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１６
年
度
防
火
標
語

火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
の

発
生
し
や

す
い
気
候

と
な
る
時

期
を
迎
え

る
に
あ
た

り
、
3
月

1
日
か
ら
同
7
日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
統

一
標
語
『
火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い

て
み
て
』
を
合
言
葉
に
、
皆
さ
ん
に
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
、
大
切
な
生
命

や
財
産
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
目
的

で
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
は
故
意
的
で
な
い
か
ぎ
り
、
い
つ
何

時
に
起
こ
っ
て
し
ま
う
か
、
私
た
ち
に
予
測

で
き
な
い
も
の
で
す
。
も
し
、
自
分
の
身
の

回
り
で
火
災
が
起
き
た
な
ら
、
自
分
自
身
は

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
こ
の
機
会
に
も

う
一
度
、
家
庭
や
職
場
内
で
防
火
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
自
治
会
や
事
業
所
等
で
防
火
訓
練

や
消
火
訓
練
、
救
急
訓
練
等
が
行
わ
れ
る
時

は
、
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加
し
て
消
火

器
・
消
火
栓
等
の
使
い
方
や
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
震
に
対
し
て
の
日
常
の
備
え

「
天
災
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
平
成
7
年

1
月
17
日
に
発
生
し
、
現
地
で
の
最
大
震
度

が
7
、
犬
上
郡
内
や
彦
根
市
で
も
震
度
5
を

記
録
し
た
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
』
か
ら
ま

る
10
年
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
10
月

23
日
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
『
新
潟

県
中
越
地
震
』
が
発
生
し
、
現
在
も
仮
設
住

宅
等
で
多
数
の
方
々
が
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
ど
れ
だ
け

の
人
た
ち
が
地
震
に
対
し
て
日
常
の
備
え
を

行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
今
世
紀

前
半
で
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
起
こ
る
と
も
限
ら
な
い
地
震
に
対
し
て
、

そ
の
被
害
を
未
然
に
、最
小
限
に
す
む
よ
う
、

『
備
え
あ
れ
ば
、
憂
い
な
し
』
の
言
葉
通
り
、

日
ご
ろ
か

ら
地
震
等

に
備
え
る

よ
う
に
心

掛
け
て
く

だ
さ
い
。

【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線明

あ

日
す

にかける詩
う た

電話●48-8121
E-mail somu@tagatown.jp総務課



多
賀
町
路
線
バ
ス
収
支
報
告

多
賀
町
で
は
、
以
前
は
近
江
鉄
道
バ
ス
㈱

に
よ
っ
て
町
内
の
す
べ
て
の
路
線
バ
ス
の
運

行
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
運
行
収
入
だ

け
で
は
事
業
者
と
し
て
の
採
算
が
取
れ
な
く

な
り
、撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
、

平
成
2
年
9
月
か
ら
萱
原
線
を
、
平
成
12
年

10
月
か
ら
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
線
を
、
平
成
16
年

10
月
か
ら
多
賀
線
を
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
と

し
て
、多
賀
町
か
ら
湖
国
バ
ス
㈱
に
委
託
し
、

県
と
町
の
補
助
に
よ
り
運
行
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
の
維
持
・
確
保
の
た
め
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
問

い
合
わ
せ
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
企
画

課
（
㈲
2
‐
2
0
1
8

（電）
4
8
‐
8
1
2
2

（
E
メ
ー
ル
）kika

ku
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

）
ま

で
お
願
し
ま
す
。
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持
ち
込
み
可
能
区
間
■
近
江
鉄
道
本
線
（
米

原
〜
貴
生
川
間
）
お
よ
び
多
賀
線
（
高
宮
〜

多
賀
大
社
前
間
）

※
彦
根
、
水
口
石
橋
と
八
日
市
線
の
各
駅
（
新

八
日
市
、
太
郎
坊
宮
前
、
市
辺
、
平
田
、
武

佐
、
近
江
八
幡
）
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
車
内
が
混
雑
す
る
場
合
は
、
安
全
上
の
理

由
か
ら
ご
利
用
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

持
ち
込
み
可
能
時
間
■
9
時
〜
16
時

乗
車
車
両
■
2
両
編
成
の
場
合
…
後
部
車
両

1
両
の
場
合
…
…
車
両
後
方
部

自
転
車
持
ち
込
み
料
■
無
料

注
意
点
■

・
5
人
以
上
で
ご
乗
車
さ
れ
る
と
き
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
持
ち
込
み
可
能
時
間
以
外
で
の
ご
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
自
転
車
の
電
車
へ
の
積
み
下
ろ
し
、
ホ
ー

ム
お
よ
び
車
内
で
の
安
全
管
理
は
、
自
己

責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
電
車
は
、
急
停
車
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
自
転
車
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
手
で
支
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
■
近
江
鉄
道
株
式
会
社

鉄
道
部
運
輸
課
　
（電）
2
2
‐
3
3
0
3

お
買
い
物
、
沿
線
散
策
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

発
売
日
■
土
・
日
・
祝
日（
年
末
年
始
除
く
）

金
額
■
お
と
な
…
5
5
0
円

こ
ど
も
…
2
8
0
円

対
象
■
限
定
な
し

昼
間
の
お
買
い
物
、
通
院
な
ど
に
ご
利
用

し
た
だ
け
ま
す
。

発
売
日
■
毎
日

対
象
時
間
■
乗
車
10
時
以
降

降
車
16
時
ま
で

金
額
■
9
枚
分
の
運
賃
で
11
枚
つ
づ
り

対
象
■
お
と
な
の
み

お
問
い
合
わ
せ
先
■
近
江
鉄
道
株
式
会
社

鉄
道
部
運
輸
課
　
（電）
2
2
‐
3
3
0
3
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公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

鉄
道
や
バ
ス
は
日
常
生
活
を
支
え
る
身
近
な
公
共
交
通
機
関
で
す
が
、
マ
イ
カ
ー

の
普
及
に
よ
り
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
共
交
通
機
関
は
、

地
元
の
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
、
つ
ね
に
必
要
で
あ
り
、
自
動
車
事
故
防
止
や

環
境
問
題
か
ら
も
、
そ
の
役
割
は
重
要
で
す
。

一
方
、こ
の
よ
う
に
地
域
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

営
利
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
何
よ
り
も
利
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

町
の
身
近
な
公
共
交
通
機
関
、
近
江
鉄
道
、
湖
国
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
持
ち
込
め
る
近
江
鉄
道

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
毎
日
運
行
中
！

電
車
の
お
得
な
乗
車
券
情
報

S
S
フ
リ
ー
き
っ
ぷ

ご
存
じ
で
し
た
か
？

昼
間
割
引
回
数
券

利用者人数年度推移
年度 ブリヂストン線 萱原線
13 72,867人 94,747人
14 47,574人 65,448人
15 43,158人 76,937人
16 42,366人 72,333人

※市町にまたがる路線全体の数値です。

平成16年度収支状況
（平成15年10月1日～平成16年9月30日）

路　　線 ブリヂストン線 萱原線
経常収益 1,020,061円 9,724,030円
経常費用 2,712,393円 27,693,529円
経常損益 1,692,332円 17,969,499円

※経常損益を県と町で補助しています。

川
相
支
所
前 

大
滝
小
学
校 

尺
仏 

大
滝
神
社 

滝
の
宮 

樋
田 

仏
ヶ
後 

大
杉
口 

一
の
瀬
口 

川
相 

萱
原 

河
瀬
駅
東
口 

国
道 

多
賀
大
社 

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
前 

多
賀
尼
子 

南彦根駅東口 

多賀 
若宮 

多賀町役場 

彦根駅 

楢崎 

金屋 

富の尾大橋 

富の尾 

胡
宮
神
社
前 

霜
ヶ
原 

梨
の
木 

ダ
イ
ニ
ッ
ク 

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク 

ダ
イ
ニ
ッ
ク
前 

原
石
山 

東
谷 

佐
目 

清
流
の
里
前 

大
君
ヶ
畑 

大
君
ヶ
畑
中 

大
君
ヶ
畑
口 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 
大
君
ヶ
畑 

木
曽 

中
川
原
口 

多
賀
町
教
育
委
員
会
前 

久徳口 
曽
我 

月の木 

名神多賀口 

南彦根駅西口 

多賀四ツ谷 

多賀大社前駅 

大
岡 

四手 
公園 

参
　
天 

製
薬
前 

あけぼの 
パーク多賀 

銀座 

京町 

名神彦根 

敏
満
寺 

守
野
口 

守
野 

工業 
団地 

大
日
本 

ス
ク
リ
ー
ン 

多
賀
事
業
所 

萱原線 
ブリヂストン線 
多賀線 
大君ヶ畑線 

湖国バス路線図 



東
近
江
・
湖
東
・
湖
北
地
域

企
業
合
同
説
明
会

サ
ク
セ
ス
セ
ミ
ナ
ー
も
同
日
午
前
に
開
催

（
9
時
30
分
受
付
開
始
予
約
優
先
）さ
れ
ま
す
。

日
時
■
3
月
4
日
（金）
13
時
30
分
〜
16
時

会
場
■
彦
根
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

対
象
者
■
求
職
中
の
方

参
加
費
■
無
料

問
い
合
わ
せ
・
セ
ミ
ナ
ー
予
約
先
■
（社）
滋
賀
県

雇
用
対
策
協
会
（
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
草
津
内
）
（電）
0
7
7
‐
5
6
6
‐
7
4

2
0

（Ｆ）
0
7
7
‐
5
6
6
‐
7
5
9
0

http://w
w
w
.shiga-koyou-kusatsu.jp/

産
業
別
最
低
賃
金
改
正

ー
平
成
16
年
12
月
18
日
施
行
ー

問
い
合
わ
せ
先
■
彦
根
労
働
基
準
監
督
署

（電）
2
2
‐
0
6
5
4

ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
範
囲
が
拡
大

4
月
以
降
は
、
当
座
預
金
や
利
息
の
つ
か

な
い
普
通
預
金
は
「
決
済
用
預
金
」（「
無
利

息
、
要
求
払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
こ
と
」と
い
う
3
要
件
を
満
た
す
も
の
）

時間額

繊 　 維 　 工 　 業 695円

窯業・土石製品製造業 774円

鉄　　　鋼　　　業 775円

一般機械器具製造業 774円

電気機械器具製造業 757円

自動車・同付属品製造業 775円

精密機械器具製造業 763円

各 種 商 品 小 売 業 710円

滋賀県最低賃金 652円

と
し
て
全
額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息

の
つ
く
普
通
預
金
な
ど
は
、
1
金
融
機
関
に

つ
き
預
金
者
1
人
当
た
り
、
元
本
1
千
万
円

ま
で
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用
預
金
」

に
該
当
す
る
か
な
ど
の
詳
細
は
、
金
融
機
関

の
窓
口
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
■
近
畿
財
務
局
大
津
財
務
事

務
所
（電）
0
7
7
‐
5
2
2
‐
3
7
6
5

相
続
登
記
の
無
料
相
談
実
施
中

滋
賀
県
司
法
書
士
会
で
は
、
2
月
を
「
相

続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

何
代
に
も
わ
た
っ
て
不
動
産
を
亡
く
な
っ

た
人
の
名
義
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
相
続

人
の
数
が
増
え
、
売
る
と
き
や
担
保
に
入
れ

て
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
速
や
か

に
登
記
が
で
き
ず
困
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
相
続
登
記
は
放
っ
て
お
く
ほ
ど
手
間
と

費
用
が
か
か
る
の
で
、
登
記
手
続
き
は
早
め

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
■
滋
賀
県
司
法
書
士
会
　
（電）

0
7
7
‐
5
2
5
‐
1
0
9
3

（Ｆ）
0
7

7
‐
5
2
2
‐
1
3
9
6

家
族
教
室

県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
途

失
明
者
や
そ
の
家
族
の
方
が
集
ま
り
、
情
報

交
換
や
講
演
を
通
し
て
、
社
会
参
加
の
促
進

を
図
る
「
家
族
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

視
覚
に
障
害
を
生
じ
た
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
■
3
月
23
日
（水）

10
時
45
分
〜
16
時

場
所
■
県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
彦
根

市
松
原
町
）

対
象
者
■
中
途
失
明
等
に
よ
る
視
覚
障
害
者

お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
■
講
演
、
情
報
交
換
な
ど

定
員
■
10
組
20
人
程
度
　
※
本
人
の
み
、
家

族
の
み
の
参
加
で
も
結
構
で
す

参
加
費
■
無
料
　
※
交
通
費
・
昼
食
代
は
各

自
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
■
3
月
15
日
（火）
ま
で
に
直
接
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
滋
賀
県
立
視
覚

障
害
者
セ
ン
タ
ー
（電）
2
4
‐
7
2
3
8
（電）

2
2
‐
7
9
0
1
（Ｆ）
2
2
‐
7
8
9
0

滋
賀
県
普
通
河
川
等
取
締

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

滋
賀
県
で
は
河
川
法
の
適
用
ま
た
は
準
用

を
受
け
な
い
河
川
（
い
わ
ゆ
る
普
通
河
川
、
公

図
上
の
青
線
を
い
い
ま
す
）の
付
け
替
え
や
工

作
物
の
設
置
、
占
用
と
い
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
滋
賀
県
普
通
河
川
等
取
締
条
例
に

も
と
づ
い
て
許
認
可
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
4
月
1
日
以
降
、
普
通
河
川
は

各
市
町
に
お
い
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

滋
賀
県
普
通
河
川
等
取
締
条
例
は
3
月
31
日

を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
、
普
通
河
川
の
付
け
替
え
や
工
作
物

の
設
置
、
占
用
を
考
え
て
お
ら
れ
る
場
合
や
、

現
に
普
通
河
川
の
占
用
等
の
許
可
を
受
け
、
そ

の
許
可
期
限
が
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
市
町
長
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
普
通
河
川
が
あ
る
市
町
に
ご
相
談

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

滋
賀
県
土
木
交
通
部
河
港
課
　
河
川
行
政
担

当
（電）
0
7
7
‐
5
2
8
‐
4
1
5
6

滋
賀
県
湖
東
地
域
振
興
局
　
　
建
設
管
理
部

管
理
建
築
課
（電）
2
7
‐
2
2
4
3

多
賀
町
役
場
　
建
設
課
（電）
4
8
‐
8
1
1
6

み
ん
な
で
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

交
通
災
害
共
済
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が

掛
け
金
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
方
に
見
舞
金
を
お
く
り
、
救
済
し
よ
う
と

い
う
住
民
の
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

だ
れ
で
も
加
入
で
き
、
見
舞
金
の
請
求
手
続

も
簡
単
で
す
。

※
交
通
事
故
発
生
日
か
ら
1
年
以
内
が
請
求
期
間

で
す
。
加
入
さ
れ
て
い
て
、
見
舞
金
の
請
求
を

お
忘
れ
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

掛
け
金
■
年
間
5
0
0
円
（
1
人
）

共
済
期
間
■
平
成
17
年
4
月
1
日
〜
平
成
18

年
3
月
31
日

加
入
手
続
■
所
定
の
申
し
込
み
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
掛
け
金
を
添
え
て

各
字
区
長
さ
ん
ま
た
は
企
画
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
■
役
場
企
画
課
　
㈲
2
‐
2
0

1
8

（電）
4
8
‐
8
1
2
2
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こ
う
し
て
結
核
が
う
つ
り
ま
す

結
核
は
、
結
核
患
者
が
せ
き
や
く
し
ゃ
み

を
し
た
時
に
飛
び
散
る
し
ぶ
き
の
中
の
結
核

菌
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
う
つ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
結
核
は
、
結
核
患
者
の
そ
ば
に

い
る
人
（
家
族
や
親
し
い
友
人
）
に
う
つ
り

や
す
い
の
で
す
。

な
お
、
軽
症
で
、
た
ん
の
中
に
菌
を
出
し

て
い
な
い
場
合
は
他
人
に
う
つ
す
恐
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

結
核
を
発
病
す
る
と
…

結
核
に
感
染
し
て
も
、
普
通
は
免
疫
の
働

き
で
発
病
を
防
ぎ
、
感
染
し
た
人
で
一
生
の

う
ち
に
発
病
す
る
の
は
10
人
に
1
人
程
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
し
て
1
〜
2
年
で

発
病
す
る
場
合
と
、
何
年
も
た
っ
て
体
が
弱

っ
て
き
た
時
に
、
眠
っ
て
い
た
結
核
菌
が
目

を
覚
ま
し
発
病
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
無

理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
不
規
則
な
生
活
、
ま
た
、

特
に
高
齢
や
糖
尿
病
な
ど
で
免
疫
力
が
弱
ま

っ
て
い
る
と
き
は
発
病
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

発
病
す
る
と
肺
は
炎
症
を
起
こ
し
、
ひ
ど

く
な
る
と
組
織
が
死
ん
で
空
洞
が
で
き
、
菌

は
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
ま
す
。

症
状
は
…

最
初
の
う
ち
は
か
ぜ
と
同
じ
よ
う
な
症
状

で
す
が
、
2
週
間
以
上
も
微
熱
や
せ
き
、
た

ん
が
と
ま
ら
な
い
時
は
危
険
信
号
で
す
。
症

状
が
進
む
と
全
身
が
倦け

ん

怠た
い

感か
ん

（
だ
る
さ
）
に
襲

わ
れ
た
り
、
寝
汗
、
胸
の
痛
み
な
ど
が
で
た

り
、
血け

っ

痰た
ん

や
喀か

っ

血け
つ

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
は
…

結
核
の
治
療
は
、
昔
は
よ
い
薬
が
な
か
っ

た
の
で
長
期
の
入
院
が
必
要
で
し
た
が
、
現

在
は
10
種
類
の
有
効
な
抗
結
核
薬
が
あ
る
の

で
、
3
〜
4
種
類
の
薬
を
6
〜
9
カ
月
服
用

す
る
こ
と
で
、
短
期
間
に
治
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
怖
い
の
は
、
途
中
で
飲
む
の
を
や

め
て
し
ま
い
、
多
剤
耐
性
菌
を
生
み
出
す
こ

と
で
す
。
こ
の
菌
は
少
な
く
と
も
2
種
類
の

代
表
的
な
薬
が
役
に
立
た
な
く
な
る
た
め
、

結
核
の
進
行
を
く
い
と
め
る
こ
と
が
で
き
な

な
り
、
設
備
の
整
っ
た
病
院
で
専
門
の
医
師

に
よ
る
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
結
核
と

診
断
さ
れ
た
ら
、
最
後
ま
で
薬
を
飲
み
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

結核予防法の改正により
4月1日から町で実施する結核健診の対象者および結
核予防接種（BCG）の接種時期が変わります。

近年、若年者の罹患率（人口に対して結核にかかった人の割合）は
低下し、高齢者特に70歳以上の罹患率が高いため、高齢者に対して
の重点的な健診を実施していくことになります。

平成16年度まで…16歳以上を対象に結核健診

▼
平成17年度から…65歳以上を対象

乳幼児結核の多く（特に1歳未満）はBCG未接種者に発生している。
結核感染前の生後早期に予防接種を行うことにより、特に乳幼児の
重要結核については高い予防効果が期待できるため、BCG接種時期
を出生後早期に変更になります。

平成16年度まで…定期接種期間は生後3カ月から4歳まで

▼
平成17年度から…生後6カ月に達するまでの期間

結核健診、予防接種についてのお問い合わせは、総合福祉保健セン
ターふれあいの郷までお願いします。
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保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp

結
核
に
つ
い
て
知
ろ
う

結
核
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

通院1日から見舞金支給
こんなときも対象になります！

・道路でおきた車両等による交通事故で、1日
でも通院されれば見舞金の支給対象になり
ます。
・警察に届けられた交通事故はもちろん次の
ような場合も対象になります。
例：歩行中、走行してきた自転車に接触して負
傷した。

例：道路上で自転車に乗ろうとしてペダルに足
をかけそこない転倒し負傷した。



健
　
診
　
等

■ 広報 2005年2月号19

お手持ちの自動車で、検査の有効期限が3月までのものや、
名義変更、廃車手続きの済んでいないものはありませんか…。
例年、3月の年度末は、検査や登録の窓口が大変混雑し、

申請者の方々には長時間お待たせしてご迷惑をおかけする
ことになりますので、自動車の検査・登録等の申請は、で
きるだけ早め（3月15日ごろまで）に済まされるようお願
いします。
軽自動車（三輪および四輪）については、軽自動車検査

協会での手続きをお願いします。

軽自動車税の賦課期日は4月1日です
軽自動車税の賦課期日は、4月1日です。この日までに

廃車・名義変更がおすみでないと、その年の軽自動車税が
課税されることになりますのでご注意ください。
☆普通自動車、二輪（126㏄以上）
近 畿 運 輸 局 滋 賀 陸 運 局　077‐585‐7251
自動車検査登録テレフォンサービス 077‐585‐7272

☆軽自動車（三輪、四輪）
軽自動車検査協会滋賀事務所　077‐585‐7103
軽自動車検査登録テレフォンサービス 077‐585‐7111

確定申告・住民税の申告が始まりました
申告期間の、2月16日（水）から3月15日（火）まで（土・日

曜日を除く）の毎日、役場一階会議室（2月17日は2階
大会議室）で納税相談を行います。期限間近になります
と、申告会場が混雑し、長時間お待ちいただくことにな
りますので、申告はお早めおすませください。
彦根税務署では「自書申告」を推進しています。ご来

署の際には、印鑑、電卓、前年分の控え、筆記用具等を
ご持参ください。
なお、彦根税務署は、駐車スペースが少ないため、できる
だけ公共交通機関を利用してご来署ください。
また、確定申告書は郵送でも提出できます。

平成18年分からの農業所得の申告について
農業所得の水稲分につきまして、平成17年分までは、

従来どおり標準で計算されますが、平成18年分から農業
所得標準計算は廃止されます。今後は、個人で収支計算
をしていただくことになりますので、本年から農業に支
出した領収書等を保管し、記帳や農業所得の計算に備え
ていただきますようお願いします。

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
分
別
・
指
定

袋
の
使
用
等
、
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
業
務
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
の

方
に
つ
い
て
、
分
別
を
し
な
い
ま
ま
出
さ
れ

た
り
、
排
出
日
を
守
ら
な
か
っ
た
り
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
集

落
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
成
果
を
あ
げ

ら
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
以
下
藤
瀬
の
住
民
さ
ん
か
ら
）

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
朝
も
寒
い

ね
。」
と
言
い
な
が
ら
、
集
積
所
の
カ
ギ
を

開
け
、
当
番
の
2
人
が
ア
ミ
袋
、
コ
ン
テ
ナ

を
並
べ
る
。
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ビ

ン
、
そ
の
他
の
資
源
物
を
次
々
持
っ
て
き
た

人
た
ち
が
分
別
し
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
集

積
作
業
が
進
ん
で
い
く
。
持
っ
て
き
た
缶
を

備
え
付
け
の
缶
つ
ぶ
し
機
械
で
つ
ぶ
し
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
る
人
、
残
っ
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
取
っ
て
ア
ミ
袋
に
入
れ

る
人
、
こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
住

民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
義
務
と
し
て

心
掛
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

藤
瀬
地
区
で
は
も
う
10
年
以
上
前
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
、
ご
み
の
集
積
所
が
建
て
ら

れ
、
当
番
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
反
対
す
る

人
も
な
く
字
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
当
番

は
カ
ギ
の
開
閉
、
分
別
の
徹
底
、
違
反
ご
み

の
チ
ェ
ッ
ク
等
の
指
導
を
行
い
、
記
録
も
つ

け
て
い
ま
す
。

最
初
は
2
人
組
制
か
ら
取
り
組
み
60
数
戸

で
2
カ
月
に
1
度
当
番
が
回
っ
て
き
ま
し

た
。2
年
前
か
ら
ご
み
の
細
分
別
が
始
ま
り
、

当
番
制
を
A
（
燃
え
る
ご
み
）
B
（
燃
え
な

い
ご
み
）
C
（
資
源
ご
み
）
に
分
け
A
・
B

は
1
人
制
、
C
を
2
人
制
と
し
、
今
で
は
半

年
に
一
度
の
割
合
で
当
番
が
回
っ
て
き
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、

自
然
と
意
識
が
変
わ
り
、
分
別
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
時
代
は
、
住
民
自
ら
が
何
を
す
べ
き

か
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
ち
の
厳
し
い
財
政

事
情
を
乗
り
切
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
の

た
め
に
も
、決
し
て
行
政
ま
か
せ
で
は
な
く
、

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
朝
は
、
燃

え
る
ご
み
収
集

日
で
す
。
い
つ

も
ど
お
り
、
フ

ル
ネ
ー
ム
入
り

の
町
指
定
袋
が

き
れ
い
に
並
べ

て
積
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
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たばこを買うときは、地元の小売店で買いましよう。 税 知ってますか？税の
こんなことあんなこと
税務課 ㈲2‐2041（電）48‐8113 E-mail zei@tagatown.jp

当
番
制
で
キ
ッ
チ
リ
分
別
・
き
れ
い
な
集
積
所

環
境
生
活
課
か
ら
の
お
し
ら
せ
（有）
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

E
-m
a
ilk
a
n
k
y
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

今月の町税（納期限2月28日） 固定資産税　第4期　　国民健康保険税　第10期

■自動車の検査・登録廃車申請はお早めに相
　
　
　
　
談

行　　　事　　　名 実　施　日 受 付 時 間 対　　　象　　　者

す く す く 相 談 3月 8日（火） 10:00～11:00
子どもさんの健康、子育てについて等子どもさんに関す
るご相談を受け付けています。

す こ や か 相 談 3月15日（火）
ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お気軽
にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪測定も無
料でできます。

い き い き 相 談 3月22日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思われ
る方ならどなたでもご相談ください。

介 　 護 　 相 　 談 随　　　　　　　　　時 痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困りの方
1 歳 6 カ 月 児 健 診 3月 2日（水） 13:00～13:15 H15年8月・9月生まれの幼児

3～4カ月児健診（離乳食教室）
3月 7日（月）

13:00～13:15 H16年10月生まれの乳児
9～10カ月児健診 13:15～13:30 H16年4月生まれの乳児

2 歳 児 歯 科 健 診 3月22日（火） 12:50～13:10 H15年2月・3月生まれの幼児

三 種 混 合 3月14日（月）

（Ⅰ期初回）
生後3カ月～90カ月までの乳幼児で3～8週間の間隔で
3回未接種の乳幼児
（Ⅰ期追加）
Ⅰ期初回3回目接種後、1年以上たった幼児

ツベルクリン反応検査 3月16日（水）

13:30～14:30

生後3カ月～48カ月でツベルクリン反応・BCGが未接
種の乳幼児

B C G 3月18日（金）
＊就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場合は、
福祉保健課までお問い合わせください。

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳・予診表をご持参ください。
☆2歳児歯科健診、1歳6カ月児健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひお越しください。

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎月トレーニ

ング室で健康セミナーを開催しています。3月は腰痛予防教室です。

『腰痛を予防して健康な体をつくろう！』をテーマにしています。なお、はじ

めてトレーニング室をご利用される方は、利用講習会を受講していただく必

要があります。

ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください！

3月のご案内

［利用対象者］ 18歳以上の方

［利用料］ 町内在住・在勤の方　200円

町外の方　300円

［その他］ 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください。

［トレーニング室利用時間］

午前の部 10:00～12:00 午後の部 13:00～20:30

3月にトレーニング室が利用できない日

毎週日曜日、第2・4月曜日（休日が祝日の場合は翌日も）、祝日

〈腰痛予防教室教室〉

3月11日（金） 10:30～11:15

26日（土） 13:30～14:15

26日（土） 18:00～18:45

〈利用講習会〉

3月11日（金） 13:30～14:30

26日（土） 14:30～15:30

26日（土） 19:00～20:00

おめでた・おくやみ
12月21日～1月20日 届出分【環境生活課】

多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115 E-mail fukushi@tagatown.jp

多賀町福祉保健センター　ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ

保健業務　場所：多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷 （平成17年3月）
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おくやみ申しあげます

◆小財　　郁 （久　徳） 79歳

◆冨田與志藏 （多　賀） 91歳

◆山田　重夫 （富之尾） 73歳

◆中村　ふじ （猿　木） 95歳

11月21日～12月20日 届出分

◆中川　義晴 （多　賀） 72歳

乳
児
検
診

予
防
接
種

※
「
予
防
接
種
手
帳
」を
必

ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。


